
学際研究と
若者たち

近年の著 しい大学改革
の波 の中で人文系に属す
る 者 な ら ば 、 く学 際 研
究〉 な るものとその教育
をめ ぐ っての議論 に、必
ずや巻き こまれてい るに
違 いない。 こ多分 にもれ
ず く比較文化〉 とい ぅ看
板 を早 くか ら掲 げてい る
学類 (一学部)で、比較
文 学を教えている私 は、
日々その問題で頭 を悩 ま
して い るの が 実 情 で あ
る。文学のみな らず、地
域研究、科学史、地理学、
マス コ ミ論、現代文化 論
など、それ こそ多種 多様
な専攻 の学生たちが 同 じ
学類 で学んでいるのだか
ら、演習などでは、テー
マの設定が至難の技であ
る。私 自身の専 門を生 か
しなが ら、文学作 品を読
解す る場 も設け、 しか も
比較研究の視点や方法論
を副|1練す る一-1年 間の
カ リキ ュラムで、それ は
理想論で しかないのか も
しれない。昨年 か らはく東
京論〉に取 り組んでい る。
嬉 しいのは、参加 した学
生 たちが意外なテーマを
自分で見つけてきて発表
し、普段は滅法お とな し
い彼 らが、かな り盛 り上
が つた議論をしてい るの
を見 る時である。中には、

今橋映子
(比較文学。比較文化)|

明治の貧民ルポル ター ジ
ュ作家松原岩五郎などに
目を付 け る者がいる一方
で、サイバ ースペ ースと
都市表 象 、く渋 谷 系〉 の
現在若者文化、デ ィズニ

ー ラン ドなど、 リアル タ
イムの事例 に関心を示す
発表が続 くのは、さすが
若者 らしい感性 であ る。
発表 も ヴ ィデォぁ り、音
楽あ りで、 自分が学生だ
つた頃 を 考え ると イ

も経ていないはずでぁる
のに)隔世 の観がある。
都市論 といえば、一昨年
別の大学 でベ ンヤ ミンの

『
パサー ジ ュ論』の断片

を提示 して、そ こか ら自
由に レポー トを書かせた
ところ、実 際に駒場か ら
渋谷ま で を「 遊歩 し」、
それを アフ ォ リズム形式
に仕上 げてきた学生がい
た。 ち ょっとベ ンヤ ミン
風の味付が効きすぎてい
るものの、高級住宅街 に

「 展示」 された外車や、
ラブホテル の突然の出現
など、都 内な らではの風
景をキ ャ ッチ した軽快な
筆が快い。〈学際研究ゝ
の 1つの 良 さ は 、 現代 の

若 者 た ち か ら こ う した し

な や か な 感 性 を見 逃 さず

引 き 出 す こ と だ ろ う か
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俳句の

はっき りと意識 したこ

とはないのにどこか待ち
続けていて、手に取 った
とたん、あ、この本だと
思 う瞬間がある。夏石番
失編『 FrJF句 」百年 の間
いJ(講談社学術文庫 、

“

)は、そんな一冊だ っ

た。正岡子浸以来、明治

轄3字尻言栗婁黛雰聾詈

彗
作者のみな らずヾヽ外国人
を含む研究者、評論家 (

小説家による論文までく
広 く収録 してある。 しか
も嬉 しいのは、これが単
なるアンソロジーではな
いという点だ」この32編
が、編者自身度々携わ っ
てきた近 。現代俳句資料
の総括的見直しの、 日も
眩むような作業か らこぼ
れ落ちた珠玉の数滴であ
ることが、私のよぅな素
人にさえ推 し量 られる。

奇妙にも、この本を手
にして思い出したのはt

昨年邦 訳が完結 した ヴ ァ
ル タニ・ ベ ン ヤ ミ ン の

『
パ サ ー ジ ュ論』 (岩波

書店 )だ った。一-19世 、
紀パ リについてのあ らゆ
る言説を渉猟 し、引用 の

(比較文学。比較文化 )

みか ら織 り上げ られた一

冊の書物 を夢想 したベ ン

ヤ ミン。弓l用の群 とい う

メタ・ テキス トを前に し

て、私 たち研究者 は普段

な にげ な く用 い て い る

「学術論文」というスタ
イルそのゃのの再考を強
い られ たので はなか った

ううか―TI
夏石氏は、明治か ら現

11肇皐据霞壌|こ半黛皐雰:

・形で、
「 俳 句 とい う多 面

体 宇宙 の詩的原理の解明

を 目ま旨し」、く映像 生 成 〉

〈断片 性 〉 くキ ー ヮー ド

詠〉 く無意識の鏡〉 く新奇

性〉 とい った、刺激的な

項 目を挙げて、 自 ら選択
した

「 引用 」を再分類 、

.考察 してい る。 まさし く

それは 「 僣F句と |ま何か」

とい うこの百年 の問いに

対す る、編者 自身の一つ

の回答 の試みであ ろう。

川本皓 嗣 氏 (『 日本 詩 歌

の伝統 』岩波書店 )ハル

オ・ シ ラネ氏 (「松尾 芭

蕉 にお けるパ ロデ ィーと

異言 語 混清 」『 歌 と詩 の

系譜』所収 、中央公論社 )

など、近年比較文 学でめ

ざま しい成果が挙 げ られ

てい る く俳 旬の詩学〉の

進展 を楽 しみに したい。
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内なる文化の
1可能性

く多元文化社会〉 につ

いて語 られ るようにな っ

てすでに久 しい。異な る

民族、人種、文化がいか

に共存す るのか一二 それ

は単に政治 レベルにとど

ま らない複雑 な問題 をは

らんでい る。最近その よ

うな く多元文化社会〉の、

芸術表現 におけ る葛藤 を

見事 に描 き出 した ブイデ

オを見 る機会 を得た。「 ア

タセン ト・ オ ン・ ザ 。オ

フピーート (Sony C lass
iOal FHm&V ideO")
である。若手 ジャズ・ ア

ーチス ト、 ウ イン トン・

マルサ リスの「 ジヤズ (6
つの シンコペ ニ トされた

ムー ヴメンツ )」 に、 N.
Y.シ テ イーバ レエ 団の

振付 師 ピニ ター・ マーテ

ィンス が 振 付 す る と い

う、二人の共 同制作の過

程 を追 った ドキ ユメン ト

が、 この ブ イデオの主体

(後半 でパ レエ全編 収録 )

とな ってい る。そ こに撮

られ て い るの は 、「 ジ ヤ

ズとバ レエとの幸福な 出

会い」とい うような、あ

りきた りの謳 い文 句では

ない。周知の通 リジャズ

0ま く即興〉 を命 とす るア

ー トであ る。 リズムやテ

ンポが、演奏 の度 ごとに

変化す る。それ に対 しヨ

今橋映子
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― ロ ッパ の バ レエ 芸 術

は、その細部の振付 の完

壁なまでの再現性 を追求

するために くモダ ン〉 と

呼ばれ る領 域においても

ダ ンス に 音 楽 を 追 従 さ

せ 、その リズムやテ ンポ

を これほど規制す るとい

うことを、私 は初 めて知
｀
った。振付 師マーテ イン

ス と、 ジャズマンマルサ

リスの間には、互いを認

めなが らも越 え られない
.

:道
根をあ ぐちてく緊張 し

たや りと りが続 く。 ジヤ

ズ対バ レエ、ア メ リカ対

ョー ロッパ、貝口興対構築

とい った彼 らの美学上の

対比の向 こうに、 この ド

キ ュメン トは、や は り黒

人対 白人 とい うく異文 化〉

の葛藤をあえて映 し出す

ことを躊躇 しない。それ

は ピニ タ_・ マーテ イン

スが 、 ジャズ音楽の「 語

法」 に合わせ た ジ ヤズ ●

ダ ンスの振付 ではな く、

あ くまでも西洋バ レエの

語法 にの っと つた振付 を

選択 した ことによ って強

ま ってい る。単な るエ ク

ゾチスムで はな く、内な

る文化の可能性 を、他者

との対話のなかか らひき

出 して こられ るか ど うか

一一それ は一つの実験で

あ るとも言 え よう。
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「自筆脇 の
ゆくえ

今 や ワ
=プ

ロ、パ ソ コ ン

全 盛時代 とな って し声 う

と、文学に親 しむ者にとっ

て気になるのは、作家たち

の「 自筆原稿」のゆ くえで

ある。宮沢賢治の膨大な推

敲の本文校訂のような本格

的研究のことはさてお くに

せ よ、自分の好きな作スのヽ

しかも活字でない、生 〈たま)

の肉零に自られるというささ
やかな楽 しみは、これか ら

はもう失われて しまうのだ

ろうか。 i
それをつ くづ くと実感 さ

せ られたのは、昨秋、東京

吉祥寺 で開かれた金子光晴

展 (武蔵野市民文化会館 )

でぁ らた。生誕百年 しかも

戦後 50年を経て、この詩人

が もっていた しなやかで強

靭な精神 と、融通無碍 な境

地 は驚 くばか りであ る。そ

してそれ を強烈 に照 し出し

ているのは、他でもない 自

筆原稿 と、書、そ して水彩

画の数々なのであ る。私は

以前ベルギーのプ リュ ッセ

ルで、彼の渡欧時代 の水彩

画 に出会 い、その一端 を拙

著 (『異都 億憬  日本 人 の

パ リ』)で 紹 介 した こ とが

あ るが、今 回の会場で も色

紙の絶品「 花港観魚 」を初め

て見 る機会 を得 た。 くた ゞ

水漏 ltん)々 た る清水 に/香

今橋映子
(比較文字・比較文化 )

|  ‐  |
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|

塁 を 磨 (す)り /節 竹 の ま ヽ

の毛筆 を/ひた して一気に

画 け…〉。 画 面 に は 中 国風

の機 関と、茫賞 こるIJpと水

面の影が 、
1淡

い緑の色彩を

伴 って、塁 で描かれてい る。

字 体 は端 正 と い う他 は な

い。興 の趣 くまま、ひたひ

た と心 に満ち る詩情 を、抑

制 のきいた筆で描 き留めた

とい う風情である。金子光

晴が玄人 はだ しの画家であ

ることは承知 していたが、

この破 天 荒 な 放 浪 の 詩 人

が、 これほど端正な文字を

書 く人であ ることを知 らな

か ったの は、 うかつであ つ

た.それが書の世界 ともな

れば、それ こそ 自由自在、

詩「 鮫」の一節を切 り取 る、

鋭い くい込む ような激 しさ

か ら、くこれ でい い のだ ろ

ぅか /咲きみだれ■ コスモ

スの ような二人の少女たち

が/あす は一人のこ らずゐ

ない としても〉とつぷや く、

夢 の よ うに 淡 い 書 ま で あ

る。それ は他 の誰でもない、

光晴 自身が、 自分の詩のこ

とば に贈 る最良の「 解釈」

でもあ る。

「

一会 場は、秋の午後の

一刻、原稿や書を、静かに

読む人々のか けがえのない

時間が流 れていた。
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